
Ⅵ　国際交流活動状況



1．国際交流協定締結状況（平成 27 年度）

（1）大学間協定（獣医学研究科が責任部局となっている協定）

国名 協定大学名（所在地） 大学間締結年月日

スリランカ ペラデニヤ大学（ペラデニヤ） 2006 年 11 月 14 日

モンゴル モンゴル国立農業大学（ウランバートル） 2009 年   1 月 26 日

インドネシア ガジャマダ大学獣医学部（ヨクヤカルタ） 2010 年   7 月 23 日

英国 エジンバラ大学獣医校（エジンバラ） 2011 年   2 月 23 日

ザンビア共和国 ザンビア大学獣医学部（ルサカ） 2011 年   3 月 18 日

（2）大学間協定（獣医学研究科が関係部局として加わっている協定）

国名 協定大学名（所在地） 大学間締結年月日

アメリカ合衆国

アラスカ大学（フェアバンクス） 1986 年 12 月 20 日

ウイスコンシン大学マディソン校（マディソン） 1987 年   4 月 21 日

オハイオ州立大学（コロンバス） 1998 年   9 月   1 日

大韓民国
ソウル大学校（ソウル） 1997 年 10 月   1 日

全北大学校獣医科大学（全州） 2000 年   2 月   9 日

スイス ジュネーブ大学（ジュネーブ） 2005 年   6 月   7 日

タイ マヒドーン大学（サラヤ） 2008 年 11 月 26 日

サウジアラビア王国 キング・アブドゥルアジーズ大学（ジェッダ） 2010 年   7 月   8 日

台湾 国立中興大学（台中） 2012 年   3 月 14 日

アイルランド アイルランド国立大学ダブリン校（ダブリン） 2014 年 11 月   5 日

（3）部局間協定

国名 協定大学名（所在地） 部局間締結年月日

ザンビア共和国 ザンビア大学獣医学部（ルサカ） 1991 年 12 月   5 日

インドネシア ガジャマダ大学獣医学部（ヨクヤカルタ） 2008 年   8 月 26 日

台湾 国立中興大学（台中） 2008 年 12 月 18 日

英国 エジンバラ大学獣医校（エジンバラ） 2009 年   7 月 24 日

インド バラチダサン大学動物科学院（ティルチラパッリ） 2010 年   8 月 23 日

ドイツ
ミュンヘン大学獣医学部（ミュンヘン） 2011 年   4 月   1 日

ベルリン自由大学獣医学部（ベルリン） 2012 年   8 月   1 日

エジプト ザガジグ大学獣医学部（ザガジック） 2012 年   3 月   6 日

アメリカ合衆国 コーネル大学獣医学部（ニューヨーク州イサカ） 2013 年   3 月 25 日

モンゴル

モンゴル国立農業大学（ウランバートル） 2009 年   1 月 26 日

モンゴル国立農業大学獣医学研究所（ウランバートル） 2013 年   5 月   7 日

国立人獣共通感染症センター（ウランバートル） 2014 年   1 月 17 日

ガーナ クワメエンクルマ科学技術大学理学部（クマシ） 2013 年   7 月 26 日

ミャンマー ミャンマー獣医科学大学 2013 年 10 月   7 日

フィリピン フィリピンカラバオセンター 2016 年   9 月 29 日
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2．国際化に関連したプログラム等（平成 27 年度）

プログラム等（採択年度順）

国費外国人留学生の優先配置を行なう特別プログラム
「国際獣医学ネットワーク形成に向けた研究者養成プログラム」（平成 19〜28 年度）

博士課程教育リーディングプログラム
「One Health に貢献する獣医科学グローバルリーダー育成プログラム」（平成 23〜29 年度）

大学の世界展開力強化事業
「日本とタイの獣医学教育連携：アジアの健全な発展のために」（平成 25〜29 年度）

国際連携研究教育局（GI-CoRE）
人獣共通感染症グローバルステーション（平成 26 年度〜）

国際協力機構（JICA）
モンゴル国「獣医・畜産分野人材育成能力強化プロジェクト」（平成 26〜31 年度）

日本学術振興会　研究拠点形成事業アジア・アフリカ学術基盤形成型
「ケミカルハザード問題の克服に向けた国際コミッションCHCAの設立」（平成 27〜29 年度）

国立研究開発法人科学技術振興機構　地球規模課題対応国際科学技術協力事業
「ザンビアにおける鉛汚染のメカニズムの解明と健康・経済リスク評価手法および予防・修復技術の開発」
（平成 27〜31 年度）

エジンバラ大学（英国）との獣医学交流（毎年交互の学生派遣及び受入）

ソウル大学（韓国）とのジョイントシンポジウム開催（毎年交互の開催）

3．外国人留学生数

（1）経費別外国人留学生在籍数� 各年度 5月 1日現在

経費区分
平成 26 年度 平成 27 年度

博士課程 学士課程 非正規生
（研究生等） 博士課程 学士課程 非正規生

（研究生等）

国費留学生 20 22

私費留学生 18 1 9 19 1 2

外国政府派遣留学生 2 1 3

計 40 1 10 44 1 2

出身国
（）内は人数

インドネシア（1），韓国（4），スリランカ
（1），タイ（13），中国（4），ネパール（3），バ
ングラディシュ（1），フィリピン（1），ベトナ
ム（1），マレーシア（1），モンゴル（2），英国
（1），ハンガリー（1），アメリカ（1），ウガンダ
（1），エジプト（7），エチオピア（1），ガーナ
（2），ザンビア（4），ナイジェリア（1）

インドネシア（2），韓国（3），スリランカ
（1），タイ（7），中国（4），ネパール（4），
バングラディシュ（3），フィリピン（1），
ベトナム（2），ミャンマー（3），モンゴル
（2），英国（1），ハンガリー（1），アメリカ
（1），エジプト（6），ガーナ（2），ザンビア
（3），ナイジェリア（1）

（2）短期外国人留学生（協定校等）の受入

大学院 学部

台湾
国立中興大学 カセサート大学 エジンバラ大学 カセサート大学 チュラロンコン

大学
フィリピン大学
ロスバニョス校

平成 26 年度 1
（約 1.5 ヶ月）

1
（約 4.5 ヶ月）

9
（約 2週間）

20
（約 3ヶ月）

6
（約 2ヶ月）

4
（約 1ヶ月）

平成 27 年度 － － － 20
（約 3ヶ月）

5
（約 1ヶ月） －
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4．学生の派遣実績

（1）大学院授業「海外実践疫学演習／海外共同研究演習」及び「海外インターンシップ」の実績数（派遣学生数）
  平成 26 年度

所属別 地域 人数 派遣先

日本国外での
インターンシップ

アジア 4 国際獣疫事務局（OIE）東南アジア準地域事務所，WPRO（WHO西太
平洋事務局），国際連合食糧農業機関（FAO）ベトナム事務所

中近東

アフリカ

北米・中南米 2 カリフォルニア大学デービス校One Health Institute，テキサス大学医
学部ガルベストン校

ヨーロッパ 2 ハノーファー獣医科大学，CiToxLAB-Hungary

その他

合計 8

海外実践疫学演習／
海外共同研究演習

アジア 3 フィリピン国立カラバオセンター，ベトナム国立獣医診断センター他

中近東

アフリカ 2 ザンビア大学，クワメ　エンクルマ科学技術大学

北米・中南米 2 アメリカ国立衛生研究所ロッキーマウンテン研究所，スクリプス研究所

ヨーロッパ

その他

合計 7

  平成 27 年度

所属別 地域 人数 派遣先

日本国外での
インターンシップ

アジア 7 ベトナムWHO，WPRO（WHO西太平洋事務局），香港大学，ソウル
大学，モンゴル生命科学大学

中近東

アフリカ

北米・中南米 5
コーネル大学，テキサスA＆M大学，ワシントン州立大学，アメリ
カ国立アレルギー・感染症研究所（NIAID），サウスダコタ州立大学／
サスカチュワン大学

ヨーロッパ 4 ダブリン大学，ベルリン大学，ザールラント大学

その他 1 メルボルン大学

合計 17

（参考）日本国内におけ
るインターンシップ 3 東京OIE 事務所，大塚製薬㈱徳島研究所

海外実践疫学演習／
海外共同研究演習

アジア 7 ソウル大学，カセサート大学，モンゴル国立農業大学獣医学研究所，
モンクット王工科大学，プーKhieo 野生生物保護区

中近東

アフリカ 3 ザンビア大学

北米・中南米 3 アリゾナ州立大学，アメリカ国立衛生研究所ロッキーマウンテン研究所

ヨーロッパ 2 Technical University of Denmark, Gruppo Ricerca Ecologia Animale

その他 1 南西環境研究所，琉球大学（沖縄）

合計 16
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（2）学部学生の海外派遣

所属別 地域別／大学別 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度

学部

エジンバラ大学 8
（11 日間）

9
（約 2週間）

10
（約 2週間）

ザンビア大学 1
（17日間，SSSV）

3
（14日間，SSSV）

ミュンヘン大学 2
（10 日間）

ヨハネスブルグ
大学

1
（24日間，SSSV）

カセサート大学 世界展開力強化事業による学生派遣→ 7
（約 3ヶ月）

3
（約 3ヶ月）

その他

合計 8 2 5 9 7 13

5．教員の海外への派遣延べ人数（過去 6年間）

地域 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度

アジア 25 36 64 45 75 72

中近東 0 0 1 2 0 6

アフリカ 16 8 23 29 34 34

北米・中南米 9 29 25 23 16 14

ヨーロッパ 30 29 15 29 7 18

その他 1 3 1 1 0 4

合計 52 46 67 67 51 52

6．外国人研究者の受入れ延べ人数（過去 6年間）

地域 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度

アジア 32 23 11 33 19 25

中近東 0 0 13 0 0 0

アフリカ 2 10 18 15 18 6

北米・中南米 10 9 14 16 13 14

ヨーロッパ 5 3 9 3 0 6

その他 3 1 2 0 1 1

合計 52 46 67 67 51 52

7．国際学会，国際シンポジウム，国際研究集会等の主催状況（過去 6年間）

地域 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度

国内開催件数 3 2 0 1 1 1

国外開催件数 1 1 1 1 1 1

合計 4 3 1 2 2 2
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